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《資 料》
実験的メセナの実施報告 その３
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ました企業，団体の皆々様，そして大変な企画をほぼお一人で進めて下さる
菅家先生に心から御礼申し上げたいと思います。
５．総括その２（主催者の視点から）
この報告書を終えるに当たり，福砂屋の殿村代表取締役社長をはじめたく
さんの方々にご尽力をいただき，大きな励みとなった。いちいち個人名を挙
げることは差し控えさせて頂くが，この方々のご支援がなければ，このよう
な「メセナ」活動は実行し得なかったであろう。ここに，関係者に深く感謝
したい。ラッキー自動車の諸岡専務取締役には，本研究会解散後にメセナ活
動を実施する組織作りの提案を受け，何とかできないものかと思考している
最中である。これについては長崎の若い経営者に大きな期待を寄せているも
のである。(注1，2）
なお，最終回になる平成21年度についての計画はほぼ固まっている。ピア
ノは大室だが，長崎出身の東京で主にフリーで活躍しているヴァイオリニス
トの松川裕子氏を招き，11月中旬に旧香港上海銀行長崎支店跡記念館を中心
に開催する予定である。テーマは最終回にふさわしく「ドイツ３大を弾く」
で，12月には「長崎大学交響楽団」とベートーベンのピアノ協奏曲を弾く予
定である。
注１：今回は，多くのメディアに後援して頂いたが，私が把握した限り，採り上げて頂
いたのは，長崎新聞，長崎ケーブルメディア，西日本新聞社のみであった。
長崎新聞；「良質の音楽7企業が提供 メセナ研究会」(20.11.4.)
西日本新聞；「長大の研究会 『企業メセナ定着を』」(20.11.5.)
長崎ケーブルメディア；時津北小学校での演奏風景を放映 (20.11.6.)
注２：本メセナの実施あたって本研究会への寄付金は58万円，直接に出費した経費は，
出演料，旅費，滞在費，調律費，チラシ印刷費など概算で70万円であった。不足分
は私の研究費と研究会への寄付金で補填した。
以上
